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尾瀬なのにひっそり・・・                         

 

  尾瀬   片品川北岐沢～ブナ沢 
 

                             前田（奈） 

【日時】 2013年8月10日(土)～11日（日） 

【メンバー】L長谷川、松本、前田（奈） 

 

 じゅんぺー君とはスキーは何度も一緒に行っているのに沢は初めて。松本さんともお

初で、翌週に迫った双六谷のプレ山行というか、新人交流会というか、釣りの練習（残

念ながら成果は×）も含めての癒し系沢に行ってきました。お隣の小淵沢はトマでもよ

く行っているところ。その奥の北岐沢は、長い林道歩きがネックだけど、湿原付きの静

かで綺麗な尾瀬の沢でした。 

 

8月10日（土） 晴れ 

 大清水の駐車場は初めて。尾瀬にしては静かだ。車止めゲートより林道を進み、微妙

に登り勾配をモクモクと進む。小淵沢への分岐も過ぎ、やっと入渓地点のヘアピンカー

ブに到着。踏み跡をたどって行くと枝沢から本流に簡単に降りれた。そのまま特に困難

なところもなく進むと綺麗な釜を持つ滝などもあり、本日の目的の一つである釣りの練

習を…と思うが、私はエサを忘れてしまった。川虫でも採ろうかな～、とも思ったが、

しばらくはじゅんぺー師匠の釣り具合を見てからということにする。なんだか魚影も見

えないし。 

 師匠は良さそうな釜が出てくるたびに粘り強く竿を

出しているが、全くヒットせず。姿形も見えませぬ…。

ルアーでこれなら、私なんぞが現地調達のエサでやっ

ても時間の無駄だろうとあっさり諦める。他に沢屋も

釣師もいないし、邪魔するものは何も無い。ここは潜

在的に岩魚がいないんだろう（ということにする）。

滝はそこそこ出てくるが、ほとんど簡単に登れるので

なかなか楽しい。読図の練習も兼ねて現在地をパーテ

ィ内で確認しながら進む。 

 そのうち、右岸に圧迫感のある壁が現れた、と思う

とその先にこの沢初の（唯一の？）圧倒的な滝。水量

もダイナミックで到底登れず、壁の下流部に戻って左岸から巻く。踏み跡もあり問題な

く滝の上部に出ることができた。上から眺めると右からの支流が滝となって出合ってい

る。この滝を登って巻く人もいるようだ。その後は順調に遡行し、先ほどの滝が（いる

としたら）魚止めかとも思われたが、やはり師匠は我慢強く竿を出している。そんなに

釣り好きとは知らなかったよ、スキーじゃ釣れないもんね。 
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 そろそろ今宵の幕場を、と思うが翌日はできれば午前中には下りてしまいたいし、そ

うなると高度を稼いだ方が、などと迷いながら進む。途中、1650m二俣で超優良物件が

ありそそられたが、あと100mくらいは進んでおきたいと欲を出したのが失敗だった。 

その先にはなかなか良い場所がなく、事前に地図上で目をつけていた1710m付近の二俣

もイマイチ良くわからない。松本さんとおかしいね～と言っていると、先ほどの優良物

件が1710だとはリーダーの弁。私たちはすっかり最初の二俣を見逃していたらしい…。

なかなか読図は難しい。しかし2人で顕著な二俣を見逃すかしら…うーん。 

 そうこうしているうちに、だんだん稜線が近づいてくる。これでは登山道に出てしま

うし、水量もだいぶ少なくなったので行動終了することにする。皆で相談し一致した意

見では、小松湿原の少し下流くらいのはずだが…。ここでiPhoneのアプリで現在地の答

え合わせをすることに。結果は…湿原に向かう右俣ではなく、左俣に入っていた。とほ

ほ。大した距離ではないし明日の朝少し戻って軌道修正することにして幕とする。湿っ

てはいたが薪も豊富にあり、慣れないタープの設置も何とかできて焚火までこぎつけた。

今回は岩魚はなかったが、代わりにベーコンブロックのホイル焼きなど豪快オトコ気料

理が飛び出したり、雨にも降られず楽しい宴会となった。 

 

8月11日（日） 晴れ 

 今日はサクっと湿原に出て、サクっと登山

道を進み、サクっと沢を下降して、サクッと

帰京する予定。夏休み山行の準備もあるし、

と気は焦るが昨日のような失敗もあるし･･・。

そんな心配も杞憂で、幕場から少し沢を下降

した二俣を右に入り、難なく小松湿原へ。真

夏のせいか、結構干上がっているが良い感じ

の湿原から南に伸びる沢型を詰めると難な

く登山道に出た。２つほどピークを越えるともうブナ沢下降点だ。ブナ沢も難なく下降

して林道に降り立った。おお～！まだ9時だ。林道は相変わらず長いが今回は下り坂。

早めに下りられたので、渋滞にもはまらず、その日のうちに洗濯までできてしまったと

いう巻き返しぶりだった。 

 北岐沢は初心者向けの楽しい癒し沢でした。尾瀬エリアなのに静かなことこの上なく、

ストレスフリーの静かな沢でした。苦手な沢下降の練習にもなったかな。ベテランのい

ないところで失敗もありつつ、良い経験になりました。 

 

【グレード】1級上 

【行程】8/10 大清水(8:00)～林道入渓地点（9:30)～1850m付近BP(14:30） 

8/11 BP(6:30)～小松湿原(7:00)～登山道 (7:30)～ブナ沢下降点(8:10)～ 

林道(9:00)～大清水(10:45) 

【地図】三平峠、川俣温泉 


